
資
料
紹
介

松
浦
家
文
庫
の
海
外
交
通
史
料
に
つ
い
て

　
亭
戸
松
浦
家
で
は
現
在
有
年
庫
、
爾
庫
に
三
献
類

を
架
恥
し
、
前
者
に
は
影
野
塊
芋
庫
に
辞
す
る
和
漢

慰
の
一
傘
を
後
者
に
は
第
戸
藩
閥
係
資
料
を
納
め
て

い
る
。
そ
の
外
に
御
椴
襲
品
と
し
て
特
に
重
要
競
し

た
交
番
が
別
に
保
賊
さ
れ
、
史
料
編
纂
所
や
京
大
國

奥
研
究
室
で
も
影
篤
し
て
．
い
る
松
浦
交
轡
七
雀
は
そ

の
内
に
含
ま
れ
、
ま
た
松
浦
一
口
の
伊
萬
里
氏
關
係

の
伊
萬
里
交
懇
二
十
ご
惣
の
如
き
も
こ
れ
に
厨
し
て

い
る
・
南
庫
架
藏
の
交
漱
の
中
に
、
引
用
磐
と
回
す

る
一
群
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
松
浦
家
世
傅
編

纂
の
資
料
で
あ
る
。
松
浦
家
世
傅
は
二
十
六
世
法
印

公
博
ま
で
松
溝
歴
代
の
本
窯
二
十
七
巻
に
夫
人
傳
、

公
総
構
を
加
え
て
五
十
六
雀
よ
り
成
り
、
三
十
世
棟

（
雄
香
公
）
原
稿
、
三
十
四
世
語
（
静
山
公
）
纂
輯

三
十
繊
世
凋
…
（
非
望
公
）
校
訂
と
な
っ
て
い
る
。

引
用
懲
ほ
家
世
傳
編
纂
の
た
め
に
、
記
録
、
灘
記
、

系
岡
の
類
は
も
と
よ
り
記
銘
、
鬼
簿
或
は
豫
起
、
物

小

葉

田

淳

語
ま
で
藩
内
に
あ
ま
ね
く
探
諾
し
、
松
浦
家
に
關
係

あ
る
も
の
は
他
領
に
も
弘
ぐ
求
め
た
の
で
、
棟
の
代

元
巌
頃
の
探
集
も
あ
る
が
、
大
急
は
清
の
代
に
蒐
集

さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
5
で
あ
る
。
原
本
の
失
わ
れ
．

．
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
現
在
で
は
、
引
用
轡
は

史
料
と
し
て
糖
質
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

①
な
ほ
烈
、
曜
、
詮
、
三
代
岡
輯
の
形
式
で
、
隆
信

　
（
宗
脂
漏
）
以
來
清
に
至
る
家
鵬
績
傭
七
雀
が
績
輯

さ
れ
た
が
、
そ
の
資
料
は
御
意
濟
帳
、
退
け
付
日
記

等
の
藩
の
各
H
記
が
主
で
あ
る
。

　
さ
て
御
世
興
品
の
松
浦
交
磐
中
に
は
秀
吉
が
は
じ

め
て
キ
リ
・
シ
タ
ン
禁
止
の
意
を
賞
縮
し
た
天
正
十
五

．
年
六
月
十
九
日
の
定
を
は
じ
め
、
敬
通
の
海
外
交
通

に
關
係
あ
る
文
轡
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
述

べ
な
い
。
こ
製
で
は
引
用
轡
中
に
見
ら
る
製
若
干
の

交
轡
に
つ
い
て
簡
軍
に
紹
介
し
よ
う
。
．

○
脚
以
人
安
武
轟
ハ
左
押
嗣
門
門
記
（
旧
引
懲
本
一
一
一
轡
　
　
薦
罰
記

松
浦
家
丈
庫
の
海
外
交
楠
曙
史
料
に
つ
い
て

類
ご
日
鍵
距
秀
吉
朱
印
状

　
大
佛
油
蠣
早
速
目
立
之
段
紳
一
思
食
峠
、
然
者
御

　
配
物
之
鍍
、
錐
被
仰
付
、
爾
以
爲
御
褒
美
、
國
役

　
被
成
御
冤
除
弊
、
並
居
屋
敷
被
加
御
扶
助
怖
、
可

　
得
其
旨
砿
也

　
　
八
月
九
団
，
（
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
古
道

口
大
友
三
非
齊
朱
印
状

　
寺
方
事
心
々
短
感
量
馳
走
、
分
引
中
津
々
浦
々
諸

　
關
道
具
諸
公
事
、
令
冤
許
畢
、
導
者
下
目
諸
堺
往

　
返
註
説
、
違
観
之
族
於
有
之
者
、
聖
日
藤
西
申
、

　
理
、
柳
無
異
儀
、
遽
典
節
料
爲
肝
要
蓉
也

　
　
旨
旨
日
月
廿
二
三
非
寒
勲
陣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
明
宵
道

警
松
浦
隆
信
啓
状

　
　
瀟
々
此
磐
巾
他
見
怖
ま
し
く
幹
、
又
々
茶
入
之

　
　
ふ
く
ろ
に
成
擁
す
る
小
紋
ノ
段
首
切
二
て
も
、

　
　
何
と
ぞ
も
と
め
持
下
湯
へ
、
さ
ん
ご
し
ゅ
お
し

　
　
め
帯
は
さ
ミ
な
と
の
類
、
何
に
て
も
珍
敷
黍
ノ

　
　
物
も
と
め
持
下
怖
二
日
、
見
合
せ
進
物
二
さ
せ

　
　
可
串
怖
、
も
し
楚
物
差
仕
共
、
愛
元
二
て
う
ら
．

　
　
せ
可
串
協
間
、
随
分
情
ヲ
入
、
他
ノ
船
に
も
鯨

　
　
も
と
め
可
膚
怖
、
文
御
奉
行
家
御
子
様
蓬
郷
持

八
九

（　e）si）　）



松
浦
家
交
庫
の
海
外
交
通
些
料
に
つ
い
て

　
遊
晶
成
擁
す
る
物
、
何
ぞ
い
た
い
け
な
る
も
の

　
も
と
め
砕
而
下
可
有
砿
、
典
方
堺
轟
砕
闇
、
何

　
と
そ
愛
元
才
難
ハ
可
遣
口
、
た
か
さ
ご
ノ
ロ
を

　
其
方
嚢
人
晶
て
湯
筒
、
費
質
仕
い
や
う
ユ
可
串

　
調
と
存
外
問
、
無
穀
断
下
待
暗
影
、
冶
之
轡
中

　
町
人
待
二
よ
ら
す
他
見
あ
る
ま
し
く
昨
、
爲
御

　
心
立
い
、
以
上

山群

試
ｵ
回
目
ナ
偏
君
状
紬
破
見
由
」
麻
、
置
目
事
情
W
薗
砂
よ
・
り

臨
朝
之
由
珍
電
千
萬
胤
．
怖

一、

芬
驤
�
V
儀
承
陣
、
期
奉
行
家
へ
堂
上
い
、

大
形
可
罷
成
か
と
霧
峰

一、

y
ノ
物
量
交
を
以
給
憾
、
非
分
二
陥
、
併
費

、
ツ
も
不
残
、
共
方
付
砕
ま
』
、
上
頚
江
貴
所
…
進
上

之
惣
輪
読
而
上
亡
帝
、
大
炊
殿
江
遊
方
下
洛
儀
ハ

蜘
…
用
二
協
、
御
朱
印
被
下
擁
者
、
我
等
へ
直
二
可

被
下
由
被
仰
隅
砕
へ
共
、
前
後
か
様
之
儀
不
存
怖
・

条
、
乍
大
儀
下
下
へ
く
擁
、
以
來
迄
之
蜀
二
齢

聞
、
上
様
　
御
目
見
循
摘
葉
二
才
難
可
串
間
、
自

然
皿
茶
碗
水
つ
き
さ
け
つ
ぎ
騒
つ
き
共
外
藩
疲
道

具
殊
者
、
・
随
分
求
持
下
前
緑
虫
、
路
次
刑
訴
之
儀

ハ
不
苦
捧

一
、
高
砂
之
日
商
費
ヲ
典
方
嵌
人
こ
て
御
朱
印
諮

液
い
様
こ
と
存
擁
、
と
か
く
愛
元
へ
下
昨
ハ
て
ハ

よ
と
随
分
典
方
事
二
轟
間
、
肝
い
り
町
潰
之
怖

一、

蜍
V
二
て
ハ
弥
へ
北
ハ
、
御
年
寄
衆
共
外
も
珍

　
澱
思
召
蹄
ハ
ん
ま
ぺ
藩
之
能
小
島
者
、
瞥
絃
仕
協
．

　
も
の
四
、
五
人
御
座
砕
ハ
泊
め
し
つ
れ
砿
へ
か
し

　
と
訴
訟
“
大
勢
ハ
無
用
藁
砕
、
是
も
諸
方
の
爲
二

　
よ
き
堺
も
可
有
之
と
無
下
、
大
形
　
上
様
大
納
醤

　
搬
も
面
諭
よ
り
御
掘
可
被
成
協
、
何
れ
も
下
擁
而

　
悪
敷
儀
ハ
有
聞
敷
と
存
峠

　
一
、
近
來
そ
つ
じ
の
串
堺
一
…
怖
へ
共
、
御
朱
印
ハ

　
出
可
串
病
間
、
内
々
唐
雛
之
才
錐
串
南
面
召
置
可

　
単
調
、
爲
心
似
申
臨
、
珍
敷
物
ハ
飽
之
船
よ
り
、
蓼

　
怖
共
、
求
持
下
階
然
協
、
情
工
醜
聞
敷
怖
、
謹
言

　
　
　
七
月
骨
四
日
　
　
　
　
肥
前
守
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
信
（
花
押
）

　
　
　
唐
　
人

　
　
　
　
か
ぴ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る

㈱
松
浦
隆
信
轡
状

　
　
碕
々
北
ハ
許
知
人
の
麿
仁
衆
へ
状
潰
度
四
丁
、
理

　
　
左
衛
門
談
合
弥
て
被
願
入
怖
、
以
上

　
一
階
申
入
砕
、
共
後
転
無
音
二
相
過
怖
、
於
江
戸

　
御
前
仕
合
能
此
中
下
蒲
申
峰
、
小
河
理
左
術
門
用

　
所
昧
て
典
許
指
越
砕
、
収
次
右
之
通
申
入
怖
、
定

　
而
可
爲
浦
足
と
存
い
、
將
叉
　
上
様
よ
り
拝
領
之

　
箪
物
前
進
之
弥
、
類
意
迄
協
、
猶
面
壷
網
蓬
い
、

　
謹
言

　
　
　
入
月
七
日
　
　
　
　
松
肥
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陛
　
信
（
花
押
）

九
〇

　
　
　
　
　
新
人

　
　
　
　
　
　
　
か
ひ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る

　
儒
貿
暦
九
年
∴
一
｝
月
に
｛
蘭
燈
講
ハ
左
崩
繍
…
門
ド
中
り
御
書
日
口

笛
罷
を
提
出
し
、
右
の
痴
話
の
交
魯
の
篤
と
、
別
に

髄
臣
秀
吉
朱
印
状
二
題
の
篤
を
差
出
し
て
い
る
が
、

こ
の
後
の
二
薄
の
正
文
は
先
年
藩
公
の
御
艶
に
入
れ

召
留
め
ら
れ
た
と
蓮
べ
て
い
る
。
安
武
六
為
術
門
窩

記
は
、
御
書
目
録
覧
に
四
通
の
寓
を
添
え
た
も
の
工

題
名
で
、
天
明
二
年
に
安
武
氏
所
藏
の
正
文
に
よ
の

語
彙
を
搾
め
て
強
し
て
い
る
。
享
保
二
十
一
年
四
月

の
御
棚
物
御
響
揮
領
之
者
書
立
（
引
熊
本
十
番
）
の

中
に
安
武
又
油
皿
よ
り
三
非
齊
朱
印
状
と
共
に
、
秀

吉
朱
印
駿
二
通
の
篤
を
提
籍
し
、
・
元
巌
十
年
八
月
藩

公
の
彿
魔
に
入
れ
返
濃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ

て
い
る
。

圃
艘
臣
秀
吉
朱
印
状

　
急
度
被
据
眼
砿
、
麿
人
大
工
古
道
典
津
有
之
由
被

　
聞
山
前
、
今
度
大
佛
作
事
面
懸
御
用
町
被
仰
付
怖

　
條
、
藤
蔓
孤
粟
早
々
可
差
上
吟
、
無
陶
漸
可
印
付

　
協
、
猶
腱
後
面
越
山
下
擁
也

　
（
天
正
十
七
）

　
　
臨
月
十
流
H
　
　
秀
吉
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
信
）

　
　
　
　
　
　
　
松
浦
肥
薗
守
と
の
へ

因
藩
臣
秀
吉
朱
印
状

（　6S6　）



　
大
佛
獣
帯
麿
入
之
儀
、
國
役
職
成
御
冤
除
擁
之
條

　
可
得
専
意
協
、
換
以
腿
腿
三
等
令
扶
助
、
別
而
懸

　
目
堪
忍
轟
様
一
皿
可
申
付
怖
也
「

　
（
天
正
十
七
）

　
　
入
月
九
H
　
　
秀
吉
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎭
信
）

　
　
　
　
　
松
浦
式
部
卿
法
印

　
こ
の
朱
印
状
こ
通
ほ
享
保
以
後
、
並
樹
の
手
許
に

留
め
ら
れ
た
の
で
、
御
世
襲
晶
の
内
に
現
存
す
る
。

古
溢
は
三
朝
の
僧
初
は
膜
後
臼
杵
趨
り
に
住
ん
だ
の

で
あ
る
ま
い
か
。
臼
杵
の
版
人
町
に
居
凄
し
た
陳
元

明
が
、
や
は
り
天
正
十
六
年
大
佛
遊
螢
の
際
に
油
蠣

を
つ
と
め
、
入
月
九
梯
の
闘
役
冤
除
、
居
屋
敷
妖
助

の
秀
吉
朱
印
状
以
下
を
、
そ
の
後
蕎
の
大
分
懸
爾
海

遜
郡
明
清
村
の
陳
治
一
氏
が
頂
賊
し
て
い
る
。
⑨
油

蠣
は
漆
喰
で
、
又
兵
衛
の
曽
立
に
は
「
先
年
大
佛
御
ギ

調
理
調
節
石
墨
之
仰
驚
怖
由
二
て
」
と
い
っ
て
い

る
。
古
道
は
早
戸
木
引
田
に
屋
敷
を
賜
わ
り
寛
永
二

年
病
死
し
謹
書
寺
に
雛
つ
た
。
③
又
兵
馬
の
親
、
六

左
衛
門
は
古
道
の
餐
子
に
な
り
、
安
武
姓
を
下
し
、

其
後
は
吉
野
町
に
住
ん
だ
。

　
元
和
頃
に
亭
戸
に
盤
ん
だ
シ
ナ
人
の
頭
入
に

ト
　
昏
悉
醤
H
）
ぎ
ジ
が
あ
り
、
コ
ッ
ク
ス
の
如
き
ば

蔓
崎
準
戸
そ
の
他
を
含
め
厩
本
在
往
シ
ナ
人
の
頭
入

並
に
揃
揮
潜
と
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
が
、
’
彼

は
泉
州
人
李
旦
に
幣
る
ら
し
く
、
長
崎
麗
住
の
弟
華

宇
と
と
も
に
山
方
各
地
に
船
を
出
し
、
忙
々
か
ら
も

鹿
皮
生
白
を
買
入
力
て
輸
入
し
て
い
る
。
臼
鋤
の
宛

名
農
人
か
び
た
ん
は
李
冠
と
思
わ
れ
、
日
は
隆
儒
か

ら
彼
が
高
砂
之
口
商
費
を
観
噛
し
得
る
如
く
飾
朱
印

状
の
下
附
…
を
幕
府
へ
蓮
動
ず
べ
き
こ
と
を
…
遡
べ
た
も

の
で
あ
る
が
、
一
六
ニ
ニ
（
元
和
入
）
年
金
…
一
月
揖

｝
H
の
コ
ッ
ク
ス
の
磐
翰
に
は
心
裏
行
の
御
朱
印
状

が
シ
ナ
人
に
下
附
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
元
和
八
年

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
④
甲
必
丹
李
旦
と
古
道
或

ほ
安
武
氏
と
の
關
係
、
つ
ま
り
唐
人
か
び
た
ん
宛
の

交
書
が
安
就
氏
に
傳
え
ら
れ
た
事
構
に
つ
い
て
は
未

だ
明
か
で
な
い
。

○
御
判
物
御
響
痔
領
之
蔚
磐
吊
（
引
書
本
　
十
番
）

日
安
藤
市
右
衛
門
轡
上

　
　
　
謹
言
上

　
一
、
か
う
れ
い
様
ノ
御
代
よ
り
被
召
使
砿
、
先
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
信
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隆
信
）

　
宗
岩
と
牢
協
、
道
町
様
按
印
環
常
安
様
下
肢
守
様

　
短
年
う
ぶ
ぎ
ん
上
ケ
巾
殊
、
爲
其
悦
、
商
嶋
へ
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
腰
）

　
知
行
、
町
二
畳
ケ
所
、
登
こ
し
被
下
腿
、
干
今
持

　
留
串
峠
事

　
　
、
奪
回
御
台
駈
何
篇
我
等
調
申
峰
、
正
月
ノ
御

　
入
網
之
物
、
御
ゑ
ぼ
し
迄
も
上
ヶ
串
外
、
萬
事
御

　
台
所
同
前
に
調
串
眸
事

松
浦
家
丈
庫
の
海
外
交
趨
史
料
に
つ
い
℃

　
｝
、
方
々
御
出
陣
　
之
刻
い
っ
か
た
に
も
致
御
供
御
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
麗
）

　
奉
公
串
上
怖
事
、
薩
腰
宇
戸
志
岐
天
草
か
う
ら
い

　
一
、
船
か
筑
り
、
米
を
う
り
、
銀
子
ヲ
三
二
、
我

　
等
萱
入
に
て
仕
睦
躍

　
一
、
お
ら
ん
だ
寸
裂
初
商
事
我
等
晶
被
仰
付
仕
廻

牢
怖
塞

　
右
二
形
に
申
上
擁
、
ケ
様
之
筋
目
之
者
に
て
御
座

　
埣
之
閲
、
．
一
度
外
聞
可
然
、
猫
御
披
欝
奉
願
准
擁

　
　
寛
永
拾
六
年
正
”
北
け
H
　
　
　
安
泊
市
右
衛
門

　
　
　
　
淺
山
斗
左
衛
門
殿

　
　
　
　
龍
崎
七
鄭
右
衛
門
殿

　
市
右
衡
門
の
先
代
は
蕪
右
衡
門
で
、
道
町
彫
楽
の

判
物
は
町
人
安
藤
市
三
郎
薮
御
灯
下
（
引
書
本
十
…

番
）
に
あ
り
、
そ
の
後
頭
は
延
命
町
に
住
ん
だ
。

O
松
浦
隆
信
判
物

∵
去
年
者
お
ら
ん
た
副
読
協
離
付
、
情
二
入
相
調
怖

　
由
既
茄
峰
、
黒
船
來
朝
之
時
分
呪
い
軍
閥
、
随
分

　
珍
敷
道
具
こ
ま
物
以
下
求
出
し
書
留
尤
者
也

　
　
七
月
七
H
　
　
　
　
肥
土
　
陛
信
（
畦
≠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
ら
や
権
右
衛
門

　
御
手
洗
歴
は
安
藤
と
と
も
に
有
力
な
質
入
だ
つ
た

が
、
そ
の
後
は
不
明
で
あ
る
。

国
松
浦
隆
信
轡
状

　
　
（
不
明
）
滲
難
事
の
か
ひ
た
ん
へ
温
邸
、
是
父

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
馳
九
一
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松
浦
家
交
庫
の
海
外
交
通
史
料
に
つ
い
て

　
　
奨
元
へ
昨
て
調
冶
岡
前
に
華
人
所
迄
可
被
指
下

　
　
事

　
｝
、
典
元
へ
沁
ら
ん
だ
預
置
協
棚
物
之
儀
、
興
儘

　
共
元
へ
渠
年
報
も
預
ケ
置
度
由
由
丁
協
闇
、
…
樋
昌
預

　
リ
置
尤
怖
　
恐
み
・
謹
言

　
　
十
月
十
二
H
　
　
　
　
松
肥
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
信
（
花
園
）

　
　
　
　
　
　
荒
河
久
下
助
と
の
　
参

　
荒
河
疑
は
舞
戸
の
留
守
役
を
勤
め
た
ら
し
い
。

○
漁
雷
石
公
時
両
暴
温
服
ル
年
伽
田
老
巾
－
へ
島
ス
露
付
抄
（
咽
刷

轡
本
十
瓢
番
）

ω
徳
川
幕
府
老
累
日
懲

　
　
猫
以
京
堺
商
人
茂
典
中
江
可
庖
丁
協
聞
、
相
饗

　
　
拝
舞
商
斑
い
た
し
怖
醸
二
尤
二
砿
、
以
上

　
急
度
申
入
殊
、
依
陶
蘭
陀
船
於
早
戸
前
々
こ
と
く

　
か
ひ
た
ん
次
第
商
唄
い
た
し
無
様
二
可
被
成
協
、

　
不
及
幽
擁
へ
共
催
天
蓮
之
法
ひ
ろ
め
さ
る
襟
か
た

　
く
町
被
仰
付
昨
、
恐
々
謹
言

　
　
（
元
型
．
一
）

　
　
　
入
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
週

土
井
大
炊
頭

安
藤
鋤
駕
守

板
倉
強
聴
守

本
多
上
野
厚

田到判タ

　
　
　
　
　
　
松
浦
肥
前
守
殿
人
々
御
忌

元
和
二
年
入
月
二
十
臼
付
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
得
た

る
乗
印
は
墾
戸
以
外
の
麗
麗
に
て
の
収
引
を
禁
ず
る

も
の
で
、
幕
府
の
取
引
地
制
限
方
針
は
シ
ナ
を
除
く

外
入
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
　
　
六
一
六
年
九
月
三
十
日

（
元
麹
一
、
入
、
二
Q
）
の
都
腰
蘭
商
館
員
エ
ル
ペ

ル
ト
、
・
ワ
ウ
テ
ル
セ
ン
の
六
夢
の
邉
記
に
「
本
月
…
…

十
入
紐
（
元
和
二
、
入
、
．
一
入
）
墨
帝
陛
下
の
命
に

よ
り
、
都
及
び
大
坂
に
於
て
公
布
せ
ら
れ
た
る
法
令

に
依
り
、
外
國
人
は
オ
ラ
ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
入
、
イ
ス
パ
ニ
や
人
皆
繁
劇
の
地
に
於

て
、
興
商
品
を
墨
斑
す
る
こ
と
を
得
ず
、
只
其
船
舶

の
湧
常
…
入
港
ダ
る
事
訳
、
又
は
長
崎
に
於
て
の
《
之

を
爲
す
こ
と
鼠
な
り
た
り
」
と
あ
る
Q
⑤
隆
信
は
更

め
て
十
一
月
蘭
英
商
舘
長
を
城
内
に
招
き
、
貿
易
を

甲
戸
並
に
長
崎
に
隈
る
べ
き
老
中
よ
り
の
命
を
傳
え

た
b
口
慶
長
十
四
年
お
ら
ん
だ
通
航
の
朱
印
状

日
元
和
三
年
お
ら
ん
だ
遮
航
の
朱
印
釈

　
こ
の
二
通
の
正
文
は
へ
ー
グ
，
宙
國
立
文
懲
館
に
駈

藏
さ
れ
、
8
の
篇
も
岡
文
園
館
に
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
⑥
松
浦
家
に
は
の
の
正
文
と
口
倒
の
案
文
が
棟
…
え

ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

○
阿
闘
番
人
華
戸
へ
雍
ル
年
次
考
（
引
凶
賊
十
コ
番
）

日
甲
必
丹
に
こ
ら
す
、
こ
け
は
か
り
　
男
ざ
。
貯
Φ
ω

O
o
信
○
冨
｝
峯
。
冨
犀
ふ
ら
ん
す
・
か
ろ
ん
浮
髭
乞
。
冨

O
騨
吋
。
謬
段
糊
伏

　
　
　
髭
㍉
塵
7
　
　
，

九
二

　
　
お
ら
ん
た
吟
興
理
り
牢
悉
協
條
々

…、

ｩ
今
以
後
築
戸
高
佐
古
二
召
置
協
お
ら
ん
た

人
、
隣
分
撰
、
前
角
之
こ
へ
る
な
と
阿
る
襟
成
者

召
置
串
間
敷
と
・
内
遠
里
相
勝
仕
暴

一、

ｱ
へ
る
な
と
う
る
儲
あ
わ
れ
今
度
被
指
冤
、

蹄
國
被
仰
付
被
下
邸
襟
議
偏
二
二
願
砿
、
本
國
へ

指
油
殊
共
、
奉
鋼
日
本
震
科
之
岩
二
峰
聞
、
緩
よ

不
仕
召
籠
置
可
申
と
、
せ
ね
ら
る
お
ら
ん
た
人
中

も
串
上
協
、
彼
岩
敢
撒
年
皆
共
迷
惑
仕
罷
在
怖
躍

孤
御
座
蹄
間
、
少
も
爲
御
座
有
閥
臨
界
事

一、

㍾
ｲ
古
へ
探
本
舟
敬
渡
力
峰
へ
、
ハ
、
平
人
と

の
商
費
も
仕
紋
擁
、
其
上
盤
木
よ
り
も
程
隔
協
、

我
≧
國
よ
り
も
程
も
遽
御
座
外
、
富
然
無
調
法
之

儀
も
震
而
仕
出
し
協
ヘ
ハ
、
又
≧
迷
惑
仕
事
二
焔

間
、
高
佐
古
江
の
日
本
舟
之
儀
、
御
分
別
を
以
被

仰
付
被
管
擁
砦
、
別
戸
町
添
砕
、
識
今
迄
日
本
舟

も
渡
海
仕
蹄
所
懸
軍
鳳
擁
條
、
高
佐
古
之
鹸
お
ら

ん
た
斗
に
て
我
儘
二
仕
度
と
の
御
理
り
胤
似
串
迷

惑
二
怖
へ
共
、
我
ま
無
難
橡
こ
と
存
御
理
り
申
上
．

殊
事

一、

ｷ
崎
か
れ
う
た
糸
之
ね
段
不
相
澄
以
萌
者
、

お
ら
ん
だ
商
費
秘
儀
仕
闘
澱
之
旨
、
被
仰
付
峰
、

何
と
も
迷
惑
仕
怖
、
糸
之
儀
者
尤
可
塞
伺
御
法
式

怖
、
働
事
荷
物
盛
儀
者
、
前
々
の
こ
と
く
相
針
次

第
晶
糸
竃
買
無
之
以
前
二
士
申
昨
檬
晶
、
各
様
御

（　C｝S8，　）



分
別
を
以
被
髪
付
被
下
伸
鰍
二
奉
願
砕
、
左
様
二
、
無

御
座
咋
ヘ
ハ
天
川
二
違
、
我
よ
験
者
程
遽
匹
故
、

仕
廻
難
成
怖
條
串
雑
事
け
、
典
上
手
前
帆
舟
仕
廻

一一

ﾄ
も
、
か
れ
う
た
掛
船
骨
厨
も
後
二
野
船
仕
様

二
と
照
葉
付
擁
、
迷
惑
仕
邸
、
師
國
之
儂
時
分
遽

殊
ヘ
ハ
海
上
難
儀
漏
怖
牌
除
、
仕
徊
へ
次
餓
叩
二
m
川
血
川
之

前
後
者
、
我
よ
次
第
二
被
仰
付
、
是
非
共
奉
願
砕

事｝、

ｽ
二
御
懇
恭
仕
合
此
上
無
御
座
擁
新
型
、
か

　
　
　
　
　
　
　
へ

様
之
御
理
工
上
議
、
近
來
迷
惑
仕
峠
、
異
國
者
之

儀
協
間
臨
鋸
被
加
御
慈
悲
儀
、
奉
願
罷
有
事
峰
、

此
段
御
年
寄
衆
へ
被
仰
上
巴
被
弾
怖
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
不
漁
か
ひ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
に
こ
ら
す
こ
け
は
か
り

　
　
　
　
　
　
　
ふ
ら
ん
す
か
ろ
ん

　
　
進
上
　
松
捕
肥
前
守
様

　
右
之
段
唯
今
肥
前
郭
様
江
戸
へ
御
座
怖
故
、
御
存

　
知
な
く
砕
…
間
、
長
崎
…
御
焦
行
平
へ
可
巾
上
口
被
仰

　
寸
争
蔭
、
ド
綬
ト
ロ
ヒ
ー
．

　
　
　
　
　
　
胴
夕
攻
鋒
レ

　
で
し
レ
‘

　
　
　
今
村
徳
四
郎
様

　
　
　
歯
数
又
左
衡
門
標
（
紙
の
う
ら
に
当
て
あ
り
）

口
松
浦
隆
信
鳥
威

　
　
寸
々
船
艦
謝
縫
．
少
相
待
峰
て
尤
臨
、
但
破
損

　
　
之
駈
最
葡
被
御
冤
砿
條
、
無
漏
事
峠
、
併
竹
中

　
愚
女
殿
被
繰
下
協
間
、
万
蜘
得
御
意
町
然
捧
、

　
以
上

　
五
月
廿
入
日
之
謹
中
、
殊
珍
奇
桃
埋
骨
給
、
｝
入

令
満
足
怖
、
共
上
樽
酉
到
上
郡
、
埋
門
共
方
身
之

　
上
之
儀
、
随
分
無
油
断
、
御
年
寄
衆
へ
申
上
怖
へ

北
口
、
嶋
弾
正
殿
御
煩
故
は
か
不
滲
殊
、
奨
ヒ
我
等

　
事
も
此
中
氣
分
溜
砕
故
、
御
年
寄
衆
へ
空
軍
不
申

　
逓
二
巴
、
併
近
整
準
相
野
條
可
心
安
協
、
委
細
者

　
こ
も
た
5
る
所
よ
り
可
被
申
越
砿
、
手
前
閉
合
犠

　
に
て
誹
中
大
方
ユ
昨
、
恐
々
謹
醤

　
　
　
　
六
旧
〃
諒
日
二
H
…
　
門
松
肥
澱
剛
｛
寸

　
　
　
お
ら
ん
た
か
ひ
た
ん

　
　
　
　
　
こ
る
ね
い
　
殿

倒
松
浦
隆
信
磐
駅

　
　
　
　
ダ

　
七
月
七
臼
之
下
中
披
見
け
、
し
ゃ
か
た
ら
出
し
之

　
船
一
艘
蒲
痒
之
幽
艶
足
察
人
怖
、
荷
物
船
脚
交
岡

　
前
二
御
年
寄
衆
迄
途
披
露
怖

　
一
、
案
轡
溝
申
怖
、
愛
元
奉
行
衆
長
崎
凶
行
衆
へ

　
急
度
書
状
吉
上
ケ
可
然
帖
、
目
安
之
様
二
書
上
ケ

　
臨
ヘ
ハ
、
叉
お
ら
ん
た
出
入
も
妹
哉
と
窪
目
之
外

　
見
も
悪
敷
活
間
、
ケ
様
二
仕
ら
せ
怖
、
随
分
各
爲

　
二
成
昨
を
情
西
入
弥
條
町
心
安
擁
、
典
方
ふ
ら
ん

　
牽
フ
　
選
勘
田
ウ
ぬ
…
圖
ハ
加
矧
か
個
有
…
側
磁
獄
M
陣

　
一
、
馬
駿
馬
髄
二
相
患
、
則
卜
…
様
へ
鞍
道
具
共
二

　
満
管
蒲
懸
御
…
目
…
進
上
協
腱
議
、
拙
聯
へ
則
舞
領
仕

松
浦
家
丈
庫
の
海
外
交
麺
史
料
に
つ
い
て

　
蹄
、
先
≧
預
り
麗
轟
、
別
姓
之
仕
脅
大
慶
不
可
過

之
怖
、
此
段
能
よ
し
ゃ
か
た
ら
へ
巾
越
可
給
怖
、

　
前
角
約
束
之
軍
之
襟
子
作
り
物
、
片
時
も
急
で
の

　
ほ
せ
三
越
協
、
御
旅
胃
管
慰
二
公
方
様
へ
懸
御
目

　
度
砕
、
委
細
之
巨
大
控
所
迄
買
越
峰
間
、
内
々
の

　
談
合
ハ
其
元
奉
行
之
者
入
魂
二
上
、
公
儀
外
様
之

　
分
ハ
、
総
ハ
崎
御
脚
塞
ム
何
衆
被
任
伽
袖
無
釦
闇
…
峰
鮭
撚
二
、
剛
刀

　
禦
心
徳
入
可
串
砿
、
我
等
鋸
今
度
上
り
．
申
協
二
道

　
巾
よ
り
煩
鵬
、
上
上
老
故
一
轍
無
正
復
怖
、
申
付

　
儀
も
万
難
不
成
協
、
口
惜
次
第
二
擁
、
内
よ
共
心

　
偲
尤
匹
、
毛
頭
心
底
非
如
在
協

．
一
、
又
≧
愚
智
協
共
、
彌
右
之
題
晶
荷
物
注
女
斗

　
我
等
所
へ
…
遺
埣
へ
、
途
披
醸
万
事
ハ
長
崎
塞
行
衆

　
二
御
粥
引
た
る
へ
く
埣
、
共
分
心
徳
尤
砕
、
恐
々

　
謹
言

　
　
　
七
月
十
七
H
　
　
　
　
松
肥
前

　
　
　
　
　
　
お
ら
ん
た
か
ひ
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
に
こ
ら
す
と
の
返
報

　
の
は
寛
永
十
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
、
鍬
入
の

台
灘
占
櫨
と
シ
ナ
貿
易
の
確
保
、
邦
人
の
台
灘
通
商

に
劉
す
る
蘭
入
の
魔
迫
と
幕
府
に
熱
す
る
そ
の
禁
止

蓮
動
、
濱
田
彌
兵
衛
堺
件
、
幕
府
の
蘭
人
拘
禁
並
に

貿
易
禁
止
の
強
硬
熊
度
、
バ
タ
ビ
ヤ
総
督
の
解
除
蓮

動
か
ら
、
灘
の
費
任
竃
元
の
台
灘
長
窪
ヌ
イ
ツ
を
寛

永
九
年
田
本
に
途
っ
て
事
熊
は
漸
く
解
決
し
た
Q
一

九
三

P
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松
浦
家
交
庫
の
海
外
繭
父
麺
史
料
に
つ
い
て

轟ハ

c二

O
年
一
〇
n
月
（
寧
氷
十
、
九
、
）
ク
ー
ケ
バ
ッ
ケ

ル
商
舘
長
と
な
り
、
ヵ
ロ
ン
と
と
も
に
蓼
府
し
、
家

．
光
病
氣
の
た
め
謁
見
遅
れ
、
鎗
長
ほ
ヵ
ロ
ン
を
残
し

て
絶
戸
に
蹄
つ
た
。
翌
年
尽
力
ロ
ン
は
謁
見
を
了

へ
、
そ
の
時
に
m
叉
イ
ッ
の
羅
放
㈲
隔
船
の
墾
戸
掛

護
は
葡
鯖
の
長
崎
購
捜
後
慌
十
日
以
上
た
る
べ
し
と

の
規
定
の
綾
止
天
子
と
同
旨
の
纐
澱
を
行
い
脚
座
に

…
蹴
さ
れ
た
が
、
定
本
入
の
上
灘
貿
易
禁
止
を
示
さ

れ
て
、
　
こ
の
黙
は
愁
層
を
開
い
た
。
　
倒
は
カ
ロ
ン

の
在
府
の
記
事
と
家
光
上
洛
の
内
容
か
ら
推
し
て
寛

永
十
…
年
ら
し
く
、
に
⇒
は
竹
中
憾
言
の
長
崎
奉
行
就

任
が
寛
永
六
年
で
同
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
三
通
の
交
轡
は
菅
沼
…
貞
風
の
室
戸
貿
易
志
に

も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
津
上
又
甲
治
の
所
臓
で
天
明

年
闇
藩
で
侮
上
げ
世
紀
二
年
返
戻
さ
れ
て
い
る
が
、

又
甲
治
の
干
渉
は
現
存
す
る
も
右
交
書
汰
失
わ
れ
て

　
もい
る
。
津
上
の
家
に
こ
の
界
磁
の
偲
存
し
た
㎜
醐
係

は
、
早
く
よ
り
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
⑦

○
道
町
公
法
印
公
郷
剣
物
井
御
思
知
（
引
書
本
　
十

四
番
）

8
松
浦
陛
信
判
物

　
　
　
　
定

　
お
ら
ん
だ
い
き
り
す
船
齢
船
井
家
中
之
平
作
導

　
者
、
編
船
大
工
中
隔
相
調
擁
、
家
作
中
ニ
ハ
一
切

　
か
ま
ひ
串
欝
欝
者
也

　
　
　
元
職
裁
年

　
　
　
　
極
月
四
日
（
印
）
　
　
舟
大
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彌
冶
衡
門

　
　
彌
右
衛
門
は
山
崎
氏
、
元
和
二
年
正
月
に
十
流
石

　
の
妖
持
を
加
え
ら
れ
、
翌
年
十
、
二
月
知
行
五
十
石
の

写
譜
の
判
物
を
得
て
い
る
。
彼
は
舟
火
型
置
で
あ
っ

　
て
、
覧
永
七
年
十
一
月
舟
大
工
棟
梁
を
命
ぜ
ら
れ
て

　
い
る
の
は
、
更
め
て
酢
令
を
加
え
ら
れ
た
ま
で
黛
以

前
よ
紅
實
際
そ
の
塊
位
に
あ
っ
た
。
コ
ッ
ク
ス
日
記

　
に
彰
塁
8
曜
心
算
。
籠
℃
o
一
昌
。
門
（
団
0
9
b
の
◎
峯
ゆ
ご

　
葺
釜
け
霧
コ
な
｝
】
弓
。
籠
℃
露
河
芸
肖
（
訟
。
℃
轄
誘
三
三
嵐
）

　
な
ど
瓦
記
さ
れ
る
嘱
舅
O
】
妻
邑
U
c
拶
。
は
正
し
く

山
崎
彌
冶
衛
門
で
あ
る
℃
　
　
六
｝
薫
（
元
利
元
）
年

　
入
月
十
九
日
の
條
に
「
二
ー
ル
ソ
ン
君
は
わ
が
ジ
ヤ

・
船
の
杢
ヤ
エ
モ
蔭
に
丁
銀
取
入
○
匁
を
亥
梯

　
つ
た
が
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ン
ク
船
用
繊
一
七
〇
枚
一
枚

　
に
つ
き
四
匁
を
完
賛
し
た
の
で
、
書
分
二
〇
〇
匁
は

　
已
に
岡
君
が
以
前
支
度
つ
た
」
と
い
し
、
　
六
一
六

年
二
月
背
九
揖
の
條
に
「
オ
ス
テ
ル
ウ
イ
ッ
ク
鴛
に

」
丁
銀
二
薫
○
匁
を
渡
し
典
内
よ
り
ヤ
エ
モ
ン
殿
並
に

　
タ
エ
モ
ン
殿
の
爾
大
エ
に
昏
一
〇
〇
匁
を
興
え
し
め

．
た
、
こ
は
船
に
署
し
一
方
な
ら
殿
磁
力
せ
し
報
酬
で

あ
る
」
と
あ
る
。
な
お
船
の
修
論
は
常
時
河
内
浦
で

　
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
o

O
法
印
公
立
邉
羅
園
主
轡
案
（
難
癖
本
附
録
十
三
番
）

（
包
紙
）

　
（
毯
、
、
ヌ
）

　
□
遷

御
塩
．
殿
閣

九
四

具
章
軽
爆
奏
巾

　
　
H
本
邸
浮
戸
源
朝
臣
松
浦
鎭
信

煎
肇
下

　
　
（
封
）
天
正
五
年
正
月
吉
a
謹
繊

　
從
古
流
今
、
二
二
西
洋
臼
寸
進

　
買
相
貢
、
生
理
之
儀
、
幸
町
、
二
歳
有
還
羅

御
白
窯
洪
恩
、
　
日
以
辿
郭
六
官
疲
舟
、
　
登
臨
之
…
樋
、
　
亭

戸
宴
安
二
二
、
幸
喜
々
々
、
今
度
又
斗
星
老
實
舟

　
二
度
渡
海
之
臨
、
二
言

御
楽
相
意
岡
惜
、
年
々
可
賜
一
舟
來
此
、
千
歳
萬

　
歳
、
若
如
腿
本
二
物
御
用
、
奉
欽
、
三
聖
、
御
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ヘ
ソ

　
轡
達
知
噛
感
激
不
勝
、
叉
此
日
本
牛
戸
乃
爲
脚

御
出
治
下
管
守
勝
侶
、
惟
々
叉
再
試
賜

　
邊
大
毒
感
、
草
々
伏
幸
禧
丁
々

　
無
足
可
奏
申
爲
禮
、
只
薄
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
頭
甲
一
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
伸

賞
上
　
天
正
五
年
正
月
吉
鐸

大
圓
御
墨
　
御
器
肇
醸

　
　
　
　
日
本
論
調
戸

　
　
　
　
　
源
朝
臣
松
浦
鍮
信
頓
首
百
舞
（
花
抑
）
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こ
れ
は
薦
の
案
文
を
静
山
公
田
に
更
に
記
し
た
の

が
現
在
の
も
の
で
、
上
包
紙
に
特
に
秘
物
と
注
し
て

い
る
。
難
解
な
野
営
で
あ
る
が
、
大
意
ほ
萌
年
郭
六

官
の
商
船
が
逞
羅
國
王
の
使
命
を
も
持
ち
李
戸
に
來

り
、
更
に
今
圃
（
酬
ち
天
正
四
年
の
五
、
六
月
の
画

南
恒
信
風
期
な
ら
ん
）
堤
老
の
思
想
再
び
來
り
松
浦

氏
に
國
王
の
愚
物
も
堀
け
た
、
松
浦
氏
は
毎
年
一
舟

の
渡
航
を
講
い
、
H
本
の
貨
物
に
て
必
要
な
る
も
の

を
達
知
さ
る
れ
ば
調
達
す
る
こ
と
を
遡
べ
、
弔
出
掃
一

領
を
進
物
と
し
た
の
で
、
こ
の
轡
は
春
の
擬
信
風
期

と
な
り
帰
塁
の
時
迫
れ
る
奥
老
に
託
し
た
も
の
で
あ

る
。
　
退
羅
と
わ
が
國
の
交
渉
ほ
十
四
、
五
縫
紀
の
変
、

響
胴
に
往
架
矯
黙
し
た
シ
ナ
商
人
の
手
を
短
じ
て
行

わ
れ
た
る
も
中
絶
し
て
十
六
世
紀
中
頃
に
及
ん
だ
。

弘
治
元
年
來
朝
し
主
に
艘
．
後
に
溝
在
し
岡
三
年
蹄
國

の
途
に
つ
い
た
明
人
鄭
言
忌
が
、
在
番
の
文
献
に
見

閥
の
新
知
識
を
加
昧
し
て
、
永
緑
七
年
2
五
六
四
）

た
編
纂
し
た
日
本
　
鑑
の
中
に
「
手
記
の
條
に
融
し

て
「
多
市
濯
羅
堅
作
也
」
と
ピ
い
、
硝
の
條
に
諮
し

て
O
土
工
吊
上
、
近
山
型
市
華
中
國
、
早
期
興
販
於

愚
縄
」
と
あ
る
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
氏
の
調
査

に
よ
る
と
翠
霞
で
は
一
誠
五
九
年
に
ビ
ル
マ
・
ラ
オ

ス
の
侵
入
を
う
け
防
聾
し
て
勝
利
を
獲
た
が
軍
中
に

五
百
人
ぬ
澱
本
人
の
傭
兵
が
あ
っ
た
と
い
弓
。
氏
は

、
こ
の
田
本
人
は
葡
萄
牙
入
の
誘
引
し
て
ぎ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
退
羅
船
が
永
隷
六
年
に
横

瀦
浦
に
、
同
八
年
に
五
島
に
野
選
せ
る
こ
と
は
耶
蘇

會
士
の
瀬
信
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
シ
ナ
人
の
商

・
船
で
あ
ろ
う
と
自
分
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
⑥
天

正
初
年
頃
畢
戸
に
至
っ
た
遮
羅
船
も
正
に
そ
れ
で
あ

る
。
松
浦
氏
が
こ
れ
ら
の
船
の
誘
致
に
努
め
、
逞
羅

國
王
に
昔
信
を
通
じ
た
こ
と
は
淀
閂
さ
る
瓦
悲
曲
で

あ
る
が
、
十
六
枇
紀
中
期
に
虜
方
諸
士
と
の
交
渉
が

漸
く
開
か
れ
ん
と
す
る
に
つ
い
て
シ
ナ
船
の
持
つ
重
、

要
な
役
捌
を
更
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
は
留
分
の
今
回
醐
畏
し
た
も
の
に
つ
い
て
の

み
記
し
た
の
で
、
た
と
え
ば
松
浦
家
桜
と
い
う
覧
永

七
年
六
月
の
末
次
挙
藏
あ
て
…
〈
ペ
リ
ッ
ク
ス
露
翰
の

如
ぎ
も
之
を
略
し
た
。

謎
①
引
溺
轡
は
十
六
種
…
十
筐
に
分
類
整
理
さ
れ

　
て
い
る
が
、
そ
の
概
略
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
回
、
記
録
．
頬

　
二
、
漸
増
井
附
録
、
系
岡
類
、
引
用
書
目

　、

O
、
馬
齢
類
、
斑
書
類
、
簿
帳
類
、
年
譜
類
、
家

　
　
譜
類

　
四
、
家
傳
類
、
棟
札
類
、
掲
泳
類
、
碑
銘
類
、
小

　
　
記
類
、
傭
説
類
、
題
駿
類
、
、
祭
醜
類
、
記
録

　
　
類
、
物
語
類
、
先
職
書
類
、
澱
讃
類
、
勅
歌

　
　
類
、
牌
銘
類
、
躍
起
類

松
浦
家
文
庫
の
海
外
交
通
奥
塀
に
つ
い
て
「

五
、
交
書
類

七
、
引
轡
本
姓
轡
類

癌
、
田
清
帳
諸
氏
人
名
艸
分
限
集
、
田
舎
廻
紳
瀧

、
　
尊
閣
層
相
繍
帳

九
、
明
暦
二
年
圏
控
帳

十
、
御
近
世
物

十
一
、
雄
番
公
・
松
英
公
・
等
覧
公
。
製
功
公
御

　
堺
賓
共
他

十
二
、
引
違
本
質
本
類
　
引
陰
野
墨
黒

十
三
、
海
防
本
附
類

十
四
、
宗
賜
公
そ
の
他
御
家
偲
黒
熱

十
証
、
諦
乗
公
訟
公
御
傳
草
稿

十
六
、
乱
調
御
行
實
H
記

②
　
近
世
初
期
申
告
入
來
渡
蹄
化
の
問
題
　
就
會

　
と
學
校
（
〕
九
四
七
、
　
｝
○
）

③
淡
習
寺
は
現
在
誓
願
等
に
合
併
さ
れ
た
。

④
一
．
葺
箒
昌
。
剛
節
。
ぎ
誌
（
ざ
。
序
言
9

　
盤
舞
臼
多
）
｝
皆
＝
峯
＄
三
Ψ
賓
客
ソ
円
奪
巴
（
舘
巳
。

　
＜
o
r
目
ポ
即
…
W
お

　
岩
生
威
晶
氏
　
明
末
日
水
僑
寓
支
那
人
甲
必
丹

　
李
照
照
　
東
洋
爆
撃
　
烈
三
ノ
三

⑤
　
大
月
本
史
料
　
｝
瓢
ノ
一
流
　
翫
四
過
買

⑥
村
土
直
次
郎
氏
貿
易
史
上
の
愛
着
附
録

⑦
　
早
戸
町
木
曜
政
太
跳
躍
所
臓
の
ジ
ャ
ガ
タ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

　
文
に
燃
え
た
筆
者
不
闘
の
藩
政
…
　
年
の
灘
露
に

九
礁
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松
擁
家
交
庫
の
海
外
交
通
史
料
に
つ
い
て

　
津
上
三
所
臓
勲
蘭
交
盤
三
題
に
醤
及
し
そ
の
傳

　
來
の
所
以
を
…
明
か
に
せ
ず
と
あ
る
。
　
　
　
・

⑧
中
世
に
於
け
る
欝
本
と
一
方
と
の
二
王
南

　
方
二
化
講
座
所
牧

⑨
長
崎
怖
史
題
交
貿
易
三
重
三
諸
國
部
附
録

　
七
入
一
九
七
二
大
曲
説
・
壷
陽
録
。
肩
上
先
澗

　
騰
碧
。
谷
村
三
山
賢
難
の
類
は
こ
瓦
に
護
及
し

　
な
い
。

九
六

　
去
る
入
三
九
臼
か
ら
十
三
日
ま
で
婬
俊
男
助
手
と

と
も
に
宝
町
羅
在
し
・
そ
の
聞
主
と
し
て
欝
解
憲
暮
れ
た
い
。
。
れ
に
泉
課
の
や
禁

家
識
の
交
線
記
録
を
調
査
し
た
が
、
稲
常
多
数
に
上

る
鮎
轍
の
こ
と
故
、
大
概
を
一
毛
す
る
程
度
に
終
っ

た
。
そ
の
内
海
外
交
通
に
嘱
す
る
交
認
若
干
を
摘
出

し
て
み
た
が
、
已
に
薇
沼
貞
風
氏
の
雫
戸
貿
易
志
を

は
じ
め
世
に
紹
介
さ
れ
た
る
も
の
も
多
い
。
た
黛
そ

れ
等
は
從
來
松
浦
家
交
講
或
は
松
浦
家
灘
記
等
と
秘

し
て
、
そ
の
餌
旛
を
詳
か
に
し
て
い
な
い
の
で
、

二
、
三
の
新
史
料
と
思
わ
れ
た
文
轡
と
と
も
に
こ
め

黙
を
注
記
も
だ
貸
売
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
五
、
入
、
二
四
）

し

　
　
　
　
　
北
朝
豊
雫
石
　
　
∫
．

　
　
銚
象
石
と
い
え
ば
漢
で
あ
る
が
、
南
北
朝
に

　
竜
、
附
府
時
代
に
も
、
お
な
じ
よ
う
な
手
法
は
あ

　
る
。
こ
れ
は
北
朝
、
多
分
北
魏
か
東
社
の
石
で
あ

　
る
。
や
は
り
此
中
に
お
か
れ
た
ミ
晶
ア
チ
ュ
ア
の

　
城
壁
で
あ
る
σ
鞍
覆
に
は
石
㎜
閲
と
い
う
亀
の
が
墓

　
前
に
あ
っ
た
。
い
ま
は
そ
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
が
墓

書
中
に
お
か
れ
た
の
だ
轟
匙
っ
。
そ
案
形
は
ケ

　
ル
ン
東
洋
軸
夫
術
館
の
ミ
昌
ア
チ
ュ
ア
石
衣
に
よ
つ

口

し
つ
ら
え
て
あ
る
。
壁
両
に
線
型
の
紛
が
あ
る
O
識

象
は
わ
ず
か
に
た
か
く
な
っ
て
、
そ
の
顯
は
武
鼻

腔
の
謹
象
に
お
な
じ
で
あ
る
が
、
ほ
ん
と
に
あ
さ

く
、
　
こ
う
な
れ
げ
M
」
・
も
う
線
帯
鋼
の
給
で
あ
る
。
双
轡

の
侍
慨
屈
が
、
そ
の
・
王
人
の
た
め
に
か
、
乗
褥
を
ひ

い
て
い
る
。
い
き
い
き
と
う
ご
き
の
あ
る
馬
を
み
・

よ
。
な
が
い
尾
と
鞍
縛
は
大
き
く
う
し
ろ
に
か
び

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

き
、
鞍
か
ら
た
れ
た
ふ
さ
が
前
後
に
大
き
く
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

℃
い
る
。
胸
の
ふ
さ
か
ざ
り
は
ゆ
ら
ぎ
、
前
脚
は

い
き
お
い
よ
く
ふ
み
だ
さ
れ
て
い
る
。
頸
か
ら
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

に
か
け
て
は
、
な
に
か
幾
飾
の
お
お
い
の
よ
う
な
身

竜
の
が
あ
る
ら
し
い
。
手
ず
な
を
と
っ
て
い
る
侍

童
も
、
い
く
ら
か
手
を
の
ば
し
、
足
を
大
ま
た
に

ひ
ら
い
て
い
る
。
そ
の
リ
ズ
ム
が
こ
の
一
一
騰
を

支
醗
す
る
。
椿
澱
は
な
が
い
袖
の
上
衣
に
大
口
袴

　
　
　
ヘ
　
へ

を
つ
け
も
、
で
し
ば
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
北
魏
時

代
の
軽
装
で
あ
る
Q
武
人
た
ち
は
み
な
こ
の
服
装

を
し
て
向
い
た
。
そ
れ
か
ら
お
も
し
ろ
い
の
は
馬
．
蹄

の
し
た
に
み
え
る
山
々
で
あ
る
。
馬
と
は
つ
り
あ

い
の
と
れ
な
い
小
さ
い
肉
々
で
あ
る
。
け
わ
し
い

　
　
　
℃
、

山
峯
が
み
ね
を
な
ら
べ
て
い
る
Q
左
の
は
し
に
大

き
な
樹
木
が
あ
る
Q
右
の
は
し
に
大
き
な
山
石
ぐ
み

　
　
　
　
へ
　
も

が
あ
る
。
が
け
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

・
實
に
峨
た
る
山
石
ぐ
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
一
∵
も
と
の

樹
木
が
あ
る
Q
岩
に
鋤
し
て
不
つ
り
あ
い
に
大
き

い
。
岩
だ
か
が
け
だ
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
そ

・
の
山
々
木
々
が
、
馬
や
人
…
川
の
リ
ズ
ム
に
恥
じ
て

う
こ
い
て
い
る
、
い
な
、
う
こ
い
て
い
る
よ
う
な

曲
線
で
あ
る
。
そ
れ
に
ま
た
二
戸
ず
る
よ
う
に
焉
の

背
に
烏
が
と
ん
で
い
る
。
な
に
島
で
あ
ろ
う
か
。

み
ご
と
に
と
ん
で
．
い
る
Q
そ
し
て
、
は
る
か
か
な

た
に
遽
山
が
、
な
が
く
、
な
が
く
、
し
か
亀
峯
は

す
る
ど
く
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
色
彩

は
、
も
と
よ
り
、
み
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
い

ま
は
な
き
日
幅
の
北
魏
繋
を
ぼ
う
ふ
つ
せ
し
め
る

も
の
で
あ
る
。
石
次
岩
、
よ
こ
約
二
十
幅
セ
ン
チ
。

鎌
倉
川
端
康
成
氏
噛
獄
　
（
み
つ
の
・
せ
い
い
ち
）

（　692　）

鼻


